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　2024年の৽੒人（2024年1月1日ࡀ18ࡏݱの人ޱ）は、લ年から̒ສ人ݮগして、106ສ人
でա࠷ڈ௿をߋ৽している。また2023年のग़生数（কདྷの18ࡀ人ޱ）も、8年連ଓݮগして、
72.7ສ人と2年連ଓで80ສ人をׂった。18ࡀ人ޱをओな٬ސとしているେֶにۈ務する筆者と
しては、എےがౚるࢥいで͋る。Ұํ、生産年ྸ人15）ޱ ʙ に໨を向͚ると、ஂմの（ࡀ64
ੈ代ジϡχΞの΄とΜどが50代となった2023年は7
395ສ人で͋ったが、国ཱ社会อো・人ޱ
໰題研究所「日本のকདྷਪܭ人ޱ」によれ͹、2040年には5
978ສ人までݮগする。͜れが
2023年に生まれた人たちが、େֶ生となった͜Ζのզが国の状況で͋る。
　͜のような状況の中、人ࡐ不足が中小企業の経営上のো֐としてॏくのしかかってきている。
日本੓ۚࡦ༥ެݿ総߹研究所「2024年の中小企業のܠ況ݟ通し」によると、中小企業の経営
上の不҆ࡐ料としては、「ࡐݪ料価格、೩料ίストのߴಅ（69.0ˋ）」「国಺のফඅ௿໎、ൢച
不ৼ（61.7ˋ）」「人ࡐの不足、ҭ੒೉（59.9ˋ）」がओなものとなっている。͜の中でも、「人ࡐ
の不足、ҭ੒೉」は、2021年の37.0ˋ（2022年は44.9ˋ）からܹٸに૿えている。͜のௐࠪは、
三େ都ݍࢢ（ट都ݍ、中෦ݍـۙ、ݍ）の中小企業がௐࠪ対৅で͋るので、஍ํの中小企業
の状況はҰ૚ਂࠁなもので͋る͜とは૝૾に೉くない。
中小企業・小規模企業者の人手不足΁のऔ૊状況に関する」ߏ൫੔උ機ج中小企業、ࡍ࣮　
ௐ （ࠪ2023）」では、人ࡐ（人手）不足が「େ変ਂࠁ、経営に支োがग़ている状況」の企業が7.8ˋ、

企業が23.8ˋとなっており、3ׂ強の企業が待ったな「のままでは経営に支োがग़る͜、ࠁਂ」
しの状況にؕっている。Ұํ、「対ࡦを講͡て改善できている」企業は、Θͣか3.5ˋで͋る。
　では、どのような人ࡐが不足しているので͋Ζうか。中小企業白書（2024年൛）は、中小企
業がٻΊる人ࡐを「中֩人ࡐ」と「業務人ࡐ」に分ྨしている。લ者はߴいઐ໳性やٕೳ౳を
༗し、事業活ಈの中਻を担う人ࡐで͋り、ޙ者は中֩人ࡐのشࢦをड͚て、事業のӡ営に不Մ
ܽたる࿑ಇをఏڙする人ࡐで͋る。૒ํともにඞ要不Մܽな人ࡐで͋る͜とはいうまでもない。
しかしながら、中小企業の࣋ଓతな੒௕・発లや஍Ҭの活性化にඞ要な෇Ճ価஋の૑ग़のた
Ίには、「中֩人ࡐ」を֬อする͜とがॏ要となる。そして、͜の中֩人ࡐが஍ํではとくに
不足している状況に͋る。そ͜で、中小企業ிは「஍Ҭ中小企業人֬ࡐอ支援౳事業（中֩
人֬ࡐอ支援ೳ力向上事業）」を࣮ࢪしている。
　͜の事業において、中小企業の人ࡐ不足とくに࣭తな不足をղফするたΊには、ඞͣしも「1
人分（ϑルλΠϜの࣌ؒ）」の人ࡐを֬อするඞ要がない͜とが強ௐされている。ͭまり、lඞ
要なz中֩人ࡐをlඞ要なz࣌にlඞ要なz࣌ؒだ͚֬อする、という人ࡐ活༻ํ๏で͋る。よって、
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中֩人ࡐは「人ࡐγΣΞϦンά」される人ࡐとなる（੕ࢠوʦ2020ʧ「人ࡐ活༻の৽ைྲྀɿ人
γΣΞϦンά」hࡐ +R*レϏϡー ɼɦ6）。͜͜でいう「人ࡐγΣΞϦンά」とは、「関連のないෳ
数の事業体が、ଞでのޏ༻の༗無に関܎なく、それͧれのྔࡋで特定の஌ࣝやスキルを༗する
Ұݸ人とݸผにܖ໿し、そのೳ力を活༻する͜と（p.82）」で͋る。そして、その代表తな手๏
が、෭業・݉業で͋る。
　प஌のように、ಇきํ改ֵのҰ環として、2018年にް生࿑ಇ省は「෭業・݉業のଅਐに関
するΨΠυϥΠン」をࡦ定し、Ϟσルब業規ଇから「ڐՄなくଞの会社౳の業務にै事しない
͜と」を࡟আしている。͜れをड͚て、෭業・݉業に向͚た੔උはਐΜでいる。ྫえ͹、経ஂ
連が2022年に発表した「෭業・݉業に関するΞンέートௐࠪ݁Ռ」によると、େ企業（ৗ༻
࿑ಇ者数5
000人Ҏ上）のうち、෭業をೝΊていたのは、2018年では41.8ˋで͋ったが、2020
年に൒数を௒え、2022年には66.7ˋにも૿えている。ೝΊる༧定の企業も17.2ˋで͋り、େ多
数のେ企業は෭業・݉業のղېに଩を੾っている。
　͜うしたྲྀれをઌऔりしているのが、ௗऔݝが2019年度から࣮ࢪしている「とっとり෭業・
݉業ϓϩジΣΫトʰௗऔݝでि１日෭社௕ 」ɦで͋る。͜れは、஍ํの中小企業（の経営者）
とେ都ࢢの༏लな人ࡐの૒ํのࢥいを上手くϋンυϦンάしている。஍ํの中小企業はେ都ࢢ
の༏लな人ࡐを活༻したいと考えているが、ϑルλΠϜでै事してもらう΄どの業務ྔはなく、
またߴい年ऩを支෷う͜とはできない。Ұํ、େ都ࢢの༏लな人ࡐもϑルλΠϜでのۈ務（転৬）
は、஍ํ΁の転஍とऩೖݮがともなうので、᪳᪯する。そ͜で、月ֹ3ສԁから5ສԁという
ใुで෭業・݉業を募集するというスキーϜがでてきた。͜れにより、企業規模の小さい企業
でも支෷いՄೳとなるとともに、େ都ࢢの༏लな人ࡐも஍ํの中小企業の力になるというҰछ
の社会ݙߩతな࢟੎で൐૸していく͜とがՄೳとなっている（日経トοϓϦーμーʦ2021.10ʧ）。
　Ҏ上の͜とを౿まえて、本ߘではޙ࠷にେ都ࢢの༏लな人ࡐの代表తなଘࡏとしての「企業
಺਍அ士」のՄೳ性にͭいてࢦఠしたい。「企業಺਍அ士」とは、୺తにいうと、「中小企業の
経営課題に対応するたΊの਍அ・ॿݴを行うઐ໳Ոで͋る「中小企業਍அ士」のうち、「ϓϩ
ίン（ϓϩϑΣογϣナルίンαルλルトのུで、༗料ίンαルで生ܭをཱてている中小企業
਍அ士）」とならͣに、૊৫にଐしている中小企業਍அ士」で͋る。本2024ࢽ年5月号の論ஃ「中
小企業に対する人త支援にͭいて考える」で઒ଜڭޛत（ཱਖ਼େֶ）もࢦఠしているが、中小
企業਍அ士のอ༗者は໿3ສ人にまで૿えており、中小企業΁の人త支援のॏ要な担い手で͋
るが、େ都ࢢに集中している。
　中小企業਍அ士の໿7ׂから໿8ׂは、企業಺਍அ士で͋る。その多くがऩೖのҡ࣋のたΊ
に転৬する͜とは考えていないが、その中には中小企業਍அ士として社会（社外）でೳ力を発
の規ఔで્まࢭېしたいと考えている人ʑも相当数いる。しかしながら、それが෭業・݉業ش
れており、൴ら・൴ঁらは「຾れる（ຒもれる）資ݯ（資産）」となっている（ԕݪஐ文・લా
୎༤ʦ2017ʧ「຾れる資ݯとしての企業಺਍அ士」h 日本੓ۚࡦ༥ެݿ論集 ɼɦ35）。
のよݝの中のྲྀれは෭業・݉業のਪਐ΁とେきく変Θってきている。そして、ௗऔੈ、ࡏݱ　
うに஍ํはେ都ࢢの༏लな人ࡐをٻΊている。࣮ࡍ、զʑのΠンλϏϡーௐࠪでも、஍ํ（๺
東๺三ݝおよͼݝܗࢁ）では、ϓϩίンがগなく、େ都ࢢからݺΜできている状況で͋った。よっ
て、「թཾ」の状ଶに͋るେ都ࢢの企業಺਍அ士が஍ํの中小企業に人ࡐγΣΞϦンάされ活
༂していく͜とは、஍Ҭの中小企業ͻいては経ࡁの活性化にେいに資するといえよう。


